
捨てようとしている、その製品！

充電式電池とは、充電して繰り返し使える電池のことで、ニカド電池、ニッケル水素電池
などといった種類がありますが、近年ではリチウムイオン電池が主流です。
リチウムイオン電池は外部からの衝撃に弱く発火しやすい特徴があり、
ごみ収集車内や処理施設内での発火事故が全国的に急増しています。
リチウムイオン電池の発火しやすさに加え、電子機器に使用されている
プラスチック部分が燃えやすいため延焼しやすく、大事故につながる
恐れがあります。
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リサイクル工場が
焼けてしまった事例
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出典元：日本容器包装リサイクル協会
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こんなものに入っています

もしかして、充電式電池 が入っていませんか？

充電式電池にはさまざまな形があり、製品によって
機器組み込み型で取り外せないタイプのものもあります。



充電式電池を取りはずせない製品の処分方法

リサイクルマークがないとき

（ニカド、ニッケル水素、リチウムイオンに限る）
リサイクルマークがあるとき

小さい 大きい

※もしくは、ＪＢＲＣ回収対象外の小型充電式電池

 


